
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０２

基盤研究(C)

2013～2011

天文観測実習を経験してきた理科教員の養成

Science Teacher Training with Practical Experiences of Astronomical Observations

４０４３５５０８研究者番号：

関口　朋彦（Sekiguchi, Tomohiko）

北海道教育大学・教育学部・准教授

研究期間：

２３５０１０５１

平成 年 月 日現在２６   ５ ２８

円     3,600,000 、（間接経費） 円     1,080,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、その第一段階として天体望遠鏡「分光」観測システムの構築が行われた。この
汎用分光に用いて、教育使用を目的とした天体スペクトルカタログの作成が行われた。
続く研究の第二段階では天体望遠鏡「測光」観測システムの構築が行われた。北海道教育大学旭川校屋上の30cm反射望
遠鏡に搭載し、同システムを自前の天体観測施設に設置することができた。これにより、本学における天文教育研究設
備が整備され、これまで学外で行っていた天文教育研究活動が、実際に本学の学内で行えるようになり、卒業研究とし
てもまとめられた。

研究成果の概要（英文）： In this study, we carried out the system construction and the development of the 
introduction method to the educational experiences of astronomical observations.
At the first phase, the spectroscopic observation system of our observatory at the Asahikawa campus of the
 Hokkaido University of Education was developed. The Spectral Atlas of the Astronomy for the Education was
 established.
  At the second phase of the study, the photometric observation system of our observatory was developed. T
he facilities for the astronomical studies and educations were found, therefore, the astronomical activiti
es for educations and researches have got capable at own system.
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１．研究開始当初の背景 
 
 実際の星空観測の経験が一度もないのが北
海道の理科教員の現状 
 
 天文学・宇宙に関する単元は小学校理科・
中学校理科および高等学校地学における大
きな単元の一つであり、国立教員養成大学に
おいて、理科教育を専攻とする学生に対する
天文教育は必須のものである。多くの教員養
成系大学では天文学の講義が体系的に行わ
れており、他の教員養成系大学では天文学研
究を専門とする複数名の教員が大学教育で
の天文観測の実践指導を行っている。この結
果、これらの大学で天文学を学んだ卒業生は
全国各地の公共天文台やプラネタリウム施
設の職員・学芸員として天文普及活動・生涯
教育活動に従事する者も多く、また、小学
校・中学校・高等学校の教育現場においても
望遠鏡等を用いた実際の星空の観察を在学
中に経験した者が教職に就いている。 
 一方、北海道地域の教員養成を担う北海道
教育大学では全５キャンパス中、天文学を専
門とする教員は申請者ただ一人である。北海
道の教員養成において旭川校が唯一の天文
分野の教員養成機関となっている。しかしな
がら現在旭川校の天文観測施設は故障し、老
朽化ため（昭和 48 年設置）修理不可能の状
況にある。講義や実験での学生への天文教育
は、実際には机上での演習のみが行えている
にすぎない。つまり北海道で高等教育を学ん
だ小中高の理科教師は「天体望遠鏡をまとも
に扱えない」どころか、「これまで一度も天
体望遠鏡による観測を行ったことのない」教
員ばかりなのが実情である。このようなこと
は本来あってはならない。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 天文学分野は小学・中学理科および高校地
学の一大単元であり、教員養成大学において
は必須の学問分野である。現在北海道教育大
学では全 5 キャンパス中、旭川校所属の申請
者が一人でこの分野を担当している。しかし
ながら、北海道教育大学旭川校の天文観測施
設は故障中の昭和 48 年設置のものであり、
望遠鏡を用いた天文教育が全く不可能な状
況にある。この状況を打破するため、本研究
課題では 3年間で天文教育のための観測教材
システム構築を目指す。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
初年度はCCDと既存の小型望遠鏡とを用いた
観測システムの立ち上げ 
 天文観測所とその観測システムの構築に

は、小型の可搬式の赤道儀望遠鏡に本科学研
究費補助金を用いて CCD カメラを購入し、観
測システムを構築する。研究の予備段階とし
て北海道教育大学「学術研究推進プロジェク
ト（学長裁量経費）」に「デジタル冷却 CCD
カメラとパソコンを用いた天文望遠鏡観測
データ取得システムの構築に向けた試験観
測」という開発研究を行っている 
（ http://www.hokkyodai.ac.jp/research/r
esearch-promote-06.html）。 
初年度の段階で、基本的な天体観測と CCD カ
メラによる撮像が行えるところまで持って
いく。これにより大学における理科実験・講
義また、卒業研究等の大学教育への活用を試
みる。 
 
大学教育目的の観測システム及び分光器の
開発とその利用 
 初年度に立ち上げた天体望遠鏡とCCDによ
る撮像観測システムに分光器を組み込んだ。
これは京都産業大学神山天文台との技術協
力によって新規に開発した。同大学の河北教
授には実際に旭川校に来訪していただき、シ
ステム開発の技術協力・助言を頂いた。 
また、この観測所を用いて、学部 2年生向け
の講義「基礎地学実験」において、観測実習
を行う事ができた。また、３カ年の研究期間
に渡り、4 年生の卒業研究をこれまでのよう
に名寄市まで出向くことなく、学内で行うこ
とが可能になった。 
 
本システムによる天体カタログの公開 
 北海道教育大学での星空授業実践を完成
させ、最終的には教材としても活用可能な天
体の画像・分光カタログを製作する。自身の
専門分野である彗星/小惑星カタログ・太陽
系天体カタログとそれぞれのスペクトルカ
タログを作成した。比較的安価な観測システ
ムによる天体カタログはこれまでなく、特に
教育目的のものが専門の観測所でなくとも
作り上げることを示すことができた。日本惑
星科学会、日本天文学会など多数の学会で報
告することができている。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、その第一段階として天体望遠
鏡「分光」観測システムの構築が行われた。
この汎用分光に用いて、教育使用を目的とし
た天体スペクトルカタログの作成が行われ
た。 
 続く研究の第二段階では天体望遠鏡「測
光」観測システムの構築が行われた。北海道
教育大学旭川校屋上の 30cm 反射望遠鏡に搭
載し、同システムを自前の天体観測施設に設
置することができた。これにより、本学にお
ける天文教育研究設備が整備され、これまで
学外で行っていた天文教育研究活動が、実際



に本学の学内で行えるようになり、卒業研究
としてもまとめられた。 
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